



捌 昏東洋郎 L､描橋敏雄∠､洲脇史朗 i､深井文雄 .､糸島排太郎r･､杉能道明･､
森金永二7､鈴木隆幸ト､岨井大介∴ 岡部初江J.J
ゆとりの中で ｢生 きる力｣の育成をキャッチフレーズにした現行の学習指導要領では､
算数科の指頚内容が30%も縮減 された .｢点と計苛｣の領域でも､｢教育内容の厳越 と基
礎 ･基本の徹底を図ること｣の基本方針から､スパイラルがliEl.され､分数 ･′ト数を第4
学年で統合的に取 り扱 う､小数の乗除計許を 1/ IOの位までとする､分数の乗I鋸偶 で
は帯分数を含む計掛 ま取 り扱わないなどとする改訂が行われた｡鞍故の学力低下論r講が過
熱化するに至 り､学習指埼要領はhll娃基嘩であるとする新 しい方向性 も′Liされた｡その学
習指導要袖 も今まさに改5-Tされようとしている･荘低基準だとする ｢数と計算｣の碩域の
教育内容を岡山県及び広島県の児童がどの程度達成 しているのかを調査 した_,碓かな学力



















































































































1 結果 (調査対象児童数 708人)･･･途中集計











(2) ☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆☆ ☆
☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆
BEf ] こ
4 ロに あてはまる かすを か き ましょう｡
(1) 10を7つ 1を3つ あわせた かすはfL y･
･2) 86は [コを8つと [コを6つ
あわせた かすですO 寛讐820/.
5 ちいさい じq,んにひだりからならべまLlう｡
[亘∃ [亘∃ [亘可 [互可 [亘∃
[コD Ej].区][コ
6 ぇを みて しきを かきまLlう｡
i i]E]
(2)ちがいは なんぴきでしょう｡
7 こたえを だす しきを かきましょう｡
(日 はすに 5にん U)I)ていました｡
3にん 0)-)てきました｡
いま はすには なんにん u)ってい る ( I_ よ う.
(2) みかんが 5こ あ り ます｡
3こ /=べると u)こ りは なん こで し ょう｡
8ぁといくつで10になるか ロにかすをか きましょう｡
'l'肝 四% (2)巴竺 コ 9[]
9 けいさんの しかたを せつめいしています｡
口に あてはまる かすを かきましょう｡
(1)9十3のけいさん0) しかた
聞 ●●●
9に 口 を ,:して□轟響.,%
⊂ ] と [コ で⊂]
(2)14-9のけいさん0) しかた
% ''
･Oから口 を ひいて□ 轟 嘗 5.%































































































(深 井 文 雄 )
- 16 -
第2学年
1 結果 (調査対象児童数 1504名)
1 あわせて いくつに なるかを 赦字で かきましょう
(1) (2)




･1, 120は [三 三可 を.こ [二三互可を2こ
あわせ1= 敷ですB
･2,180は 10を 臼 こ あつめた鞍です｡
(3) 40 0 0 と 7 0 0 と S を あわせT=数は B です｡






(1) 2 7 (2) 9 6
十3 5 +3 7
94% 85%
結果と傾向
8 こT=えを たす しきを かきましょう｡
(1) 赤の リボンは 3mです｡
書の リボンは 赤の 2ぱいの 長さだそうです｡
書の リボンは なんmでしょう.
しき 79%
(2) ケーキの は二が 3はこあります｡ lは二に ケーキは 2こずつ
はいって います｡ケーキは せんぶで 1JLんこあるでしょう｡
しき 54%
9 こf=えが つぎの 故になる かけ井の しきを ぜんぶ かきましょう｡









(1) 7の 1='んの きまりを みつけて かきましょう｡
(2)7×5の こたえを わすれて しまいました｡










? ? ? ?
･5,7×8-⊂] (6,9×7-□ (7,8×6-⊂コ
93% 96%




6 どちらの 人故が 多いか くらべてみましょう｡
圧莞□監 ]
84%
川 望告で措 き 肋 ば E のくらい匡 肋 ばよい｡
(2)大きい敬の方L=Oをつけま し ょう.
⊂コ 678 692⊂コ 97%
7 書十井しましょう｡











? ? ? ? ? ? ?64になるか
を けいさんして
たしかめる｡























12盛者 しきと ★の臣 司郎 つなぎませ 畠
76% 76% 97%
=Li覇 王 Li≒ -i-:L

























































































(鈴 木 隆 幸)
第3学年 結果と傾向
1.転集 (調査対象児Ji故 1525人)
















































(3) 20こ りんごがあります｡ 1人に3こすつくばります｡
何人にくばれて､なんこ あまるでLlう｡
式 84%
8 次の言十暮で まちがいにぷんよ×そ っけまLLう｡ 完等41%
I7÷6-3あまりl( ) 24÷5-4あまり4 ( )
]4÷ 8-4あまり2 ( ) 25÷3-7あまり4 ( )













｢数の偶成.】 (間韻 l(1), (4))
7×4と7×5の差を考える問題では達成率



















｢かけ算のTE算｣ (問題 6(1), (2))
27×3,48×6の速成率は,それぞれ
91%,89%であった｡前回同様高 く. (2




























｢計算の l.夫｣ (問題 5(2).(3))
12×3の 12を工夫する問題は前回より1




｢わり算の立式｣ (問題 7日), (2),(3))
18T3 (等分除),24÷4 (何倍)
20÷3 (余 りのある)わ り貨の文車間抱を立
式する問題では,前回に比べそれぞれ,8ポイ







l 数字でか きましょ う｡
(目 玉偉六千
(2) 十兆三百tlt
2 [コ の中に あては3=る蝕をかきましょう｡
(1)4000万の 10倍の敬は
(2)5兆を10でわっf=散は
･3,0 .を 巨司 こ あつめた激は 1です｡
(4)† を 7こJSめた故は[∃ です｡





3 故が大きいのはどち らですか｡⊂ ] に
です.
大きい方の故 を ■きま
しよう｡大きさが同 じときは｢-｣と書 きまし ょう｡
･1,0 1 と 0 巨 】 (2, 0 9 と 1巨∃





5 [コ にあてはまる数を かきましょう.
16T(2+6)[亘]
6 6÷2と答えが同じになる式に みんなOをつけましょう｡
( ) 60-2 ( ) 600-200
完書
く ) 60T20 79% ( ) 600二2
( ) 6000⊥2000
7 次の計井を1井でしましよう｡
1) 7 4 - 1 8 (2) 72 - 3
⊂ ] [ = コ
'E コ [` = ]
(5) 84 - 21 (6)252-36849tI a1%
8 次の計砧のうち ばっと見て答えが2けたになるわリ耳はどれでしょう`
答えかこけたになると思うものに みんな0をつけましょう｡
( )96-32 ( )732T32
完青
く )252二36 28% ( )312⊥26










( )240-5 完苫 ( )250-6
46%
( )220T6 ( )240-7
11 仮分数は帯分数か整数に.帯分封は仮分掛 こなおしましよう.
















｢小数 ･分数の知識 ･理解 ｣
(問題2(3).(4),(6),H(1),(2),(3))
小数や分数の意味,構成の知識 ･理解に





















































が, (2けた) × (2けた)の計算結果を
活用する問題の達成率は, 1000倍 を考








1 結果 (調査対象児童数 1488人)
□
1 次 の にあてはまる敦を書きましょうB 完等
… 2.17-I-x□･｡1× □ +｡｡17xn
(21 2.35 をLO l.tでした散は
(3).1.5 を10'Jlの】にした敬:i























( )4.5×1.5 ( )4.5÷1.5



















このことを使って.0,76 × 4.3 の答えを出そうと
思います｡答えにOをつけましょう｡
【 )0.3268 (63% )3.268
)32.68 1326.8
7 912÷24-38 です｡
このことを使って,9,12 ÷ 2,4 の答えを出そうと
思います｡答えにOをつけましょうD
( )38 (42%13.8








9 分か ま小牧に.小払 士分軌 こなおしましよう
(210.73-ヒ可
10 次の4-)州 1.･"･,,_1･L･おうと.･i･..- -I- -･- --･･･--｢
い3ナB1O0OIりで1え7Jかど:ノート･ 126
















































































































l つぎの [コ にあてはまる牡を書きZt,よう.
i., i - ま ⊂垂 ]分です･
･2卑 属 -1 一･を ･･'E'･
･3) か - ると 回 です.
･4, 4とBのA,･t公- は [亘司 です･ ･b･BY,
･5, 24と36のA大公的hriEjiB]です･ ら-柵
(6)i と そ をiA分すると
2次のr.lJ)を臨んで.答えを求める式をfきましょう.





これ は.▼のリボンの Ⅰ にあたるそうです.
*の リボンの&さrl.何rnでし上う.
もう･j い書Ir･32Y.
(4)かべにペンキをね｡ます.一柳 枕 ｡子 m'のかぺを
ぬることがでせます,
i 剛 でlL 何m-のかベtぬることがでせるでしょう.
式 ∫ll. トを-.uy. tp.8-.,/叫
(5)ひろしさんの件tは40kEです.













･3申 4 -匹 ∃
･4, i x 与 -[亘]





(2) 7.56÷ 0 98
見当をつける式
(18,b三.-T.昔 ./; 鰯 .州 .
6 答えが3よLJ大せい式に みんな○をつけましょう.
( )3× ‡ ( )3× li
( )3÷i 覗 ･･45-I/. ( )3÷li
( )3ナ iif ( ) 3 ×一存
7 2÷6×3のIl暮モすると士､どちらの仕方で什斉しますか.
自分のするIl暮方法に○をつけましょう.






















































( )3× 古 ( )3× 1言
3 3
( )3÷61 ( )3十一言
1 1
( )3÷i-i ( )3XTT2 匡亘亘二頭
達成率が気がかりであるC個々に計罰こしていった場
合もあったが,かける数やわる数を1を基準にして,
判断する見方が不 l分であるようだ｡かける数やわる
数が分数の似合も,小数の場合と同じように1を基準
にして判断すればよいという見方を,小数の場合に振
り返ったり.その見方のよさを実感できる場を授業に
取り入れたりする指導が必要であると考えられる｡
(糸島 桃太郎)
-26 一
